
治 山 林 道 留 意 事 項 令和７年７月
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1. 設計歩掛適用基準
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(4)積み上げ運搬費について ････････････････共通-1-1

(5)～(15)（略）
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1. 設計歩掛適用基準

(1)～(3)（略）

(4)歩掛の補正 ････････････････････････････共通-1-1
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共通事項
1. 設計歩掛適用基準

（１）～（３）（略）

（４）～（１５）（略）

（１）～（３）（略）

（４）歩掛の補正

通勤補正 ： 通勤補正は、労務歩掛に次の補正係数を乗じて行うものとする。

Ｋ＝１＋Ｔ／４８０

Ｋ：補正係数（％、小数第３位四捨五入して２位止め）

Ｔ：90 分を超える通勤時間（分）

なお、施工パッケージ型積算方式における通勤補正は、補正係数 K を労務単価に乗じ

て行うものとする。

また、市場単価及び土木工事標準単価に本補正は適用しない。

（５）～（１６）（略）
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1. 設計歩掛適用基準

（８）機械損料の割増計算（岩石割増等に使用）

（建設機械等損料算定表より）

〔時間割増〕

運転１時間当り損料×（１＋割増率）＋供用１日当り損料×供用日数÷運転時間

※各計算の有効桁数

例 バックホウ[クローラー型・標準型・超低騒音型]山積０．８m3・排出ガス対策型

（第３次）の場合

（建設機械等損料算定表より）

〔時間割増〕

運転１時間当り損料×（１＋割増率）＋供用１日当り損料×供用日数÷運転時間

※各計算の有効桁数

例 バックホウ[クローラー型・後方超小旋回型・超低騒音型]山積０．４５m3
・排出ガス対策型（２０１４年規制）の場合

（３）
（５）

（９） × （１＋割増率） ＋ （１１） ÷  ＝　割増補正後の機械損料

（９）  × （１＋割増率）･･･ 有効数字３桁（４桁目を四捨五入）

（３）
（５）

（３）
（５）

･････････････････････ 有効数字３桁（４桁目を四捨五入）

（１１） ÷ ･･･････････ 有効数字３桁（４桁目を四捨五入）

６９０
１８０

　　　　 ２，５６０　　　　　  ＋　１３，４００　÷　３．８３

　　　　 ２，５６０　　　　　  ＋　　　　　３，５００　＝６，０６０円

２，０５０　×（１＋０．２５）＋　１３，４００　÷

（３）
（５）

（９） × （１＋割増率） ＋ （１１） ÷  ＝　割増補正後の機械損料

Ａ　＝ （９）  × （１＋割増率）･･･ 有効数字３桁（４桁目を四捨五入）

（３）
（５）

Ａ　＋ （１１） ÷ ･･･････････ 有効数字３桁（４桁目を四捨五入）

７００
１８０

７００
１８０

　　　　 　         　＝　４，８２０円（４桁目を四捨五入）

１，５７０　×（１＋０．１０）＋　１２，０００　÷

１，７３０（４桁目を四捨五入）＋　１２，０００　÷
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正


